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広報いとう ２

　
現
在
の
市
民
病
院
の
建
物
は
、

建
設
後
40
年
以
上
経
過
し
、
手
狭

で
耐
震
性
に
も
不
安
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
高
度
化
す
る
医
療

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
な

状
況
に
あ
る
た
め
、
新
市
民
病
院

を
移
転
新
築
す
る
こ
と
と
し
、
今

年
の
秋
に
着
工
し
、
平
成
25
年
４

月
ま
で
の
開
院
を
目
指
し
ま
す
。

　
新
市
民
病
院
の
概
要
と
し
て
、

延
床
面
積
は
、
現
在
の
病
院
の
約

1.5
倍
と
な
り
、
手
狭
な
状
況
を
解

消
し
ま
す
。
ま
た
、
３
階
建
て
の

立
体
駐
車
場
を
設
置
す
る
な
ど
、

で
き
る
限
り
多
く
の
駐
車
場
を
確

保
し
、
迅
速
な
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

要
請
や
災
害
時
の
拠
点
と
し
て
活

動
で
き
る
よ
う
、
屋
上
へ
リ
ポ
ー

ト
を
設
置
し
ま
す
。

　
医
療
機
能
は
、
現
在
の
11
診
療

科
を
17
診
療
科
に
増
や
し
、
集
中

治
療
部
門
を
設
置
し
高
度
な
救
急

医
療
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

や
健
診
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
利
用
者
に
快
適
な

環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
病
室
を

広
く
す
る
と
と
も
に
、
個
室
数
を

増
や
し
、
外
来
の
待
合
に
も
十
分

な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。

　
新
病
院
の
詳
し
い
情
報
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（｢

救
急･

病
院
」

↓
「
病
院
の
こ
と
」
↓
「
伊
東
市

新
病
院
建
設
に
つ
い
て｣)

に
図
面

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◯問　地域医療課地域医療課
☎32-1631
　 iryou@city.ito.shizuoka.jpiryou@city.ito.shizuoka.jp

◯問　地域医療課
☎32-1631
　 iryou@city.ito.shizuoka.jp

新市民病院の
地図だよ！

新市民病院の概要新市民病院の概要

県道：伊東－西伊豆線

介護老人保健施設「みはらし」

伊豆急行

市道：宮川－桜ヶ丘線

総合待合ホール総合待合ホール総合待合ホール 外来待合外来待合外来待合

正面入口正面入口正面入口 外　　観外　　観外　　観
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計　　画　　概　　要
所 在 地
敷 地 面 積
病 床 数
診 療 科 目
構 造 規 模
病 院 建 築 面 積
病 院 延 床 面 積
駐 車 場

伊東市岡196番地の１
21,956.37㎡
250床
17診療科（予定）
鉄筋コンクリート造・地上５階・塔屋１階・免震構造
4,511.04㎡
18,625.64㎡
普通車　327台　二輪車　32台

　屋上には、救急用ドクターヘリの発着や災害
時の搬送を想定したヘリポートを設置します。

ヘリポート

　１フロアに２病棟を設置します。
　病室は、スタッフステーションを中央に建物
周囲に配置し、スタッフの動線と患者の療養環
境の両立を図ります。
　また、４階の北側には産婦人科外来、南側に
はリハビリ訓練室を設置し、病棟との連携を図
ります。

５階・４階

　北側には、手術部門、集中治療部門、医局を
集約し、入院患者へのより迅速な対応を可能と
します。
　また、南側には１病棟を設置します。

３階

　正面入口、総合受付、救急部門をこの階の北
側に設置します。
　総合受付から外来待合へ向かう通路（ホスピ
タルモール）は、診察部門と一体化し、迷うこ
となくたどり着ける空間構成としています。
　また、外来診察部門、放射線部門、検査部門、
医療福祉相談室等をこの階に集約し、２階のみ
で基本的な外来対応が可能になります。

２階

　夜間入口はこの階の北側になります。
来院者の利用施設としては、健診センターと食
堂を設置します。
　このほか、講堂会議室、中央材料室、薬剤室、
厨房などがあり、病院建物の維持管理を支える
供給部門を設置します。

１階



　
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き

る
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て

か
ら
、
約
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
同
法
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参

画
社
会
と
は
、｢

男
女
が
、
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の

意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女

が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、
社

会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す

る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に
責

任
を
担
う
べ
き
社
会
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
最
近
の
社
会
情
勢

の
中
で
特
に
重
要
な
課
題
の
一
つ

と
し
て
、
仕
事
と
生
活
の
両
立
に

つ
い
て
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
仕
事
と
生
活
の
現
実

　
長
期
的
な
経
済
低
迷
、
産
業
構

造
の
変
化
が
起
こ
り
、
正
社
員
以

外
の
労
働
者
が
増
加
す
る
一
方
、

正
社
員
の
労
働
時
間
も
高
止
ま
り

し
た
ま
ま
で
す
。
ま
た
、
共
働
き

世
帯
が
過
半
数
と
な
る
な
ど
、
人

々
の
生
き
方
が
多
様
化
し
て
い
る

一
方
、
働
き
方
や
子
育
て
支
援
な

ど
の
社
会
的
基
盤
は
こ
う
し
た
変

化
に
対
応
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
結
婚
や
子
育
て
に

関
す
る
希
望
が
か
な
わ
な
い
、｢

家

族
団
ら
ん
の
時
間
」
や
「
地
域
で

過
ご
す
時
間
」
を
持
つ
こ
と
が
難

し
い
な
ど
、
多
く
の
人
々
が
仕
事

と
生
活
の
狭
間
で
大
き
な
ジ
レ
ン

マ
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
17
年
に
初
め
て
出

生
数
が
死
亡
数
を
下
回
り
、
少
子

高
齢
化
社
会
が
進
行
し
て
人
口
減

少
社
会
が
到
来
す
る
中
、
女
性
や

高
齢
者
が
仕
事
を
続
け
る
環
境
は

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
安
定
し
た
職
を
得
る

こ
と
が
難
し
く
、
ま
た
、
子
ど
も

が
生
ま
れ
れ
ば
仕
事
と
育
児
の
二

者
択
一
を
迫
ら
れ
て
い
る
現
状
で

は
、
働
き
方
や
生
き
方
の
選
択
肢

が
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
多
様
な
人

材
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

働
き
方
や
生
き
方
に
関
す
る
こ
れ

ま
で
の
考
え
方
や
制
度
を
改
革
し
、

仕
事
と
生
活
に
関
す
る
選
択
肢
の

幅
を
広
げ
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

○
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　
へ
の
取
り
組
み
は
男
女
共
同
参

　
画
社
会
形
成
に
つ
な
が
り
ま
す

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

と
は
、
誰
も
が
、
仕
事
、
家
庭
生

活
、
地
域
生
活
、
個
人
の
自
己
啓

発
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
つ
い
て
、

自
ら
希
望
す
る
バ
ラ
ン
ス
で
展
開

で
き
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
推
進
す
る
こ
と
で
目
指
す
社
会

の
姿
は
、
一
人
ひ
と
り
が
、
職
場
、

家
庭
（
子
育
て
や
介
護
を
含
む
）
、

地
域
社
会
な
ど
で
の
責
任
を
果
た

し
な
が
ら
、
多
様
な
活
動
に
従
事

で
き
、
自
ら
の
能
力
を
十
分
に
発

揮
し
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会

で
す
。
ま
た
、
企
業
・
組
織
が
、

働
き
手
一
人
ひ
と
り
の
価
値
観
・

必
要
性
・
希
望
を
尊
重
し
た
形
で
、

多
様
な
人
材
の
能
力
を
発
揮
さ
せ
、

生
産
性
を
高
め
て
活
動
す
る
活
力

に
満
ち
た
社
会
で
す
。

　
男
女
が
と
も
に
希
望
す
る
形
で

家
庭
や
地
域
社
会
に
か
か
わ
る
こ

と
で
、
充
実
し
た
家
庭
や
地
域
社

会
が
も
た
ら
さ
れ
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　伊東市では、平成13年度に「伊東市男女共同参画　あすを奏

でるハーモニープラン」を策定し、男女共同参画社会の実現に

向けて、取り組んできました。この計画期間が平成22年度で終

了するため、平成23年度以降の次期計画を策定してまいりますが、

策定に当たって伊東市における男女共同参画の状況等を把握し、

計画への反映を図るため、市民意識調査を実施します。

　７月中旬頃、住民基本台帳から無作為に抽出した18～69歳

の市民５００人の方々に「男女共同参画についての市民意識調査」

を送付させていただきます。調査票にご記入をいただき、同封

の返信用封筒にて返信をいただきますよう、ご協力をよろしく

お願いします。

　　　　　　　　　　　◯問　企画政策課☎32-1062

男女共同参画
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年
　
齢
　
平
成
2
年
7
月
12
日
以

　
前
に
生
ま
れ
た
人

住
　
所
　
平
成
22
年
3
月
23
日
以

　
前
に
伊
東
市
に
住
民
登
録
を
し
、

　
伊
東
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　
さ
れ
て
い
る
人

　
１
枚
の
紙
に
同
一
世
帯
の
人
を

６
人
ま
で
記
載
し
た
様
式
と
な
っ

て
い
ま
す
。
１
人
ず
つ
切
り
離
し

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
や
、

入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
場
合
で

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票

所
の
職
員
に
、
そ
の
こ
と
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
当
日
の
投
票
は
、
入
場

券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で
行

い
ま
す
。
投
票
所
を
確
認
し
て
か

ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
市
内
24

か
所
の
投
票
所
の
場
所
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ(｢

市
政
情
報｣

↓｢

選

挙｣

↓｢

市
内
投
票
所
施
設
案
内｣

）

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
学
業
、

旅
行
、
病
気
な
ど
の
理
由
で
投
票

所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
左
の
表
の
い
ず
れ
か
の
場
所

で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
入

場
券
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
投
票
日
当
日
は
、
期
日

前
投
票
所
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
指
定
病

院
や
指
定
施
設
に
入
院
・
入
所
し

て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設
内
で
投

票
が
で
き
ま
す
。
病
院
長
や
施
設

庁
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
出
張

な
ど
で
他
市
町
村
に
滞
在
し
て
い

る
人
も
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

人
は
、
郵
便
を
利
用
し
た
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

・
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
一
定
の

　
条
件
に
当
て
は
ま
る
人

・
介
護
保
険
の
要
介
護
区
分
が
要

　
介
護
５
の
人

　
郵
便
で
不
在
者
投
票
を
す
る
た

め
に
は
、
事
前
に
郵
便
等
投
票
証

明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
候
補
者
の
経
歴
、
政
見
な
ど
を

記
載
し
た
選
挙
公
報
は
、
７
月
１

日
㈭
頃
に
新
聞
折
込
で
配
布
す
る

予
定
で
す
。
各
出
張
所
な
ど
公
共

施
設
に
も
置
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
聞
を
購
読

し
て
い
な
い
人
は
、
郵
送
に
よ
る

配
布
も
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

大事な投票､忘れずに !

投
票
は

午
前7時から午後8時

ま
で

「届けよう　この声　この夢　この一票」

期日前投票所の場所と受付時間
○市役所地下会議室
　期間：6月25日㈮～7月10日㈯
　　　（土日も受付）
　時間：8時30分～20時
○宇佐美・小室・富戸・八幡野の
　各コミュニティーセンター、
　生涯学習センター荻会館
　期間：7月6日㈫～7月9日㈮
　時間：8時30分～17時

投
票
で
き
る
人

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

選
挙
公
報

投
票
所
入
場
券

投
　
票
　
所

　任期満了に伴う参議院議

員通常選挙が６月24日㈭

に公示され、７月11日㈰

に市内24か所の投票所で

投票が行なわれます。

◯問　選挙管理委員会事務局　

　　　　　　　☎32-1233 選挙のめいすいくん



広報いとう 6

◇
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
安
全
は

自
ら

う
ち
か
ら

地
域
か
ら

◇
運
動
の
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

　
防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

「
交
通
安
全
」
標
語
の
募
集
に
つ

い
て

　
交
通
安
全
標
語
の
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
す
。
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
標
語
を
書
い

た
紙
を
９
月
６
日
㈪
ま
で
に
生
活

防
災
課
へ
持
参
、
ま
た
は
郵
送

（
当
日
消
印
有
効)

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
(38)

３
０
８
８
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
優
秀
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、

後
日
表
彰
を
行
い
ま
す
。

◯問
　

生
活
防
災
課

　
☎
(32)
１
３
６
１

実施状況を報告します
－改革を積極的に進めています－

改革改革改革
行財政

大綱の

　現在の行財政改革大網は、市行政改革懇

談会の提言を受けて17年３月に策定しま

した。18年３月には、国の「行政改革の

推進のための新たな指針」に沿って実施計

画の見直しをするとともに、実施期間を

21年度までとする改訂をしました。21年

度の実施状況は下のとおりです。116項目

のうち91項目を実施し、実施率は78.4%と

なりました。

　　　　　　　 ◯問　企画政策課　☎32-1061

※実施計画数は、実施済計画数と実施中計画数の合計です。詳しい内容は、市ホームページ「市政情報」→「行政
　改革」→「伊東市行財政改革大綱」のページでお知らせしています。

７月11日㈰～20日㈫

・行政評価の推進（2/2）

・新たな行政手法の検討（1/2）

・権限移譲への的確な対応（1/1）

・民間委託の推進（6/11）

・委託方法の見直し（1/2）

・補助事業（補助金）の見直し（1/1）

・広域行政の推進（2/3）

・既存施設の有効活用（1/1）

・競輪事業の活性化（6/6）

・簡素で効率的な組織・機構づくり

　(2/2）

・庁内プロジェクトチームの設置・活用

　(1/1）

・全庁的な応援体制の強化（1/1）

・定員管理の適正化（2/2）

・給与等の適正化（3/3）

・能力主義、成果主義による人事制度

　の研究・検討（2/2）

・能力開発の推進（4/5）

・人材の育成（1/3）

・人事異動制度の見直し（1/2）

・行政の情報化の推進（4/10）

・情報化に対応した総合行政ネットワー

　クの推進（3/4）

具体的方策 取り組み項目（実施数／計画数)

・健全な財政運営の推進（5/5）

・新たな財源の涵養策の検討（1/3）

・国・県等の補助制度の有効活用（1/1）

・滞納対策等の強化・推進（7/7）

・税等の納付方法の検討（3/3）

・使用料・手数料の見直し（1/3）

・日常業務における経費の節減（1/1）

・財政情報の公表（1/1）

・市民参画のしやすい体制づくり（4/4）

・市民の声の反映（2/2）

・まちづくりボランティアの育成（2/2）

・情報公開の推進（2/2）

・市政情報の提供（1/1）

・観光事業の活性化（4/4）

・健康保養地づくりの推進（2/2）

・介護予防の推進（3/3）

・中心市街地の活性化（2/3）

・だれにでもやさしいまちづくりの推進

　(0/1）

・災害に強いまちづくりの推進（1/1）

・環境保全への取組の強化（1/1）

・振興公社のあり方の検討（1/1）

・公共施設の受動喫煙防止対策の推進（1/1）

具体的方策 取り組み項目（実施数／計画数)

財政の健全化

行財政改革大綱の実施状況

実施計画の取り組み状況＝116計画中91計画

市民参画の

まちづくり

事務事業の

見 直 し

組織・機構の

見 直 し

定員管理・

給与の適正化

高度情報化

の 推 進

職員の能力

開発の推進・

人材の育成

そ　の　他
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市役所開庁時間
　８時30分～17時15分
※土日・祝日は閉庁
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
と
保
険
証

◇
保
険
料
は
８
月
に
通
知
し
ま
す

　
５
月
ま
で
に
年
齢
到
達
な
ど
に

よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
た
人
の
保
険
料
は
８
月
に
決

定
し
て
通
知
し
ま
す
。
６
月
以
降

に
加
入
し
た
人
に
は
９
月
以
降
に

保
険
料
の
通
知
を
し
ま
す
。
年
金

か
ら
の
仮
徴
収
（
天
引
き
）
に
よ

り
保
険
料
を
納
め
た
人
は
、
決
定

し
た
保
険
料
額
か
ら
納
め
た
額
を

差
し
引
い
た
精
算
額
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◇
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ

　
た
人
の
保
険
料

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

者
と
な
っ
た
日
の
前
日
ま
で
被
用

者
保
険
（
企
業
の
健
康
保
険
や
公

務
員
の
共
済
組
合
な
ど
）
の
被
扶

養
者
だ
っ
た
人
に
は
、
保
険
料
軽

減
の
特
別
措
置
が
あ
り
ま
す
。
通

知
書
の
保
険
料
が
軽
減
の
適
用
を

受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
通
知
書

と
被
扶
養
者
だ
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
（
保
険
者
が
発
行
す
る

脱
退
連
絡
票
な
ど
）
を
持
っ
て
、

保
険
年
金
課
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
保
険
証
と
減
額
認
定
証
が
８
月

　
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

　
現
在
の
保
険
証
有
効
期
限
は
７

月
31
日
で
す
。
８
月
１
日
か
ら
使

用
す
る
保
険
証
は
７
月
下
旬
ま
で

に
郵
送
し
ま
す
。
保
険
証
の
色
は

緑
色
か
ら
オ
レ
ン
ジ
色
に
変
わ
り

ま
す
。
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
住

所
、
氏
名
な
ど
記
載
事
項
に
間
違

い
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

病
院
で
支
払
う
一
部
負
担
金
の
割

合
は
１
割
ま
た
は
３
割
と
な
り
ま

す
。
こ
の
割
合
は
21
年
中
の
所
得

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
の
で
、
今

ま
で
と
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
入
院
し
た
時
の
食
事
代
な
ど
が

減
額
さ
れ
る
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限

も
７
月
31
日
で
す
。
減
額
認
定
証

の
交
付
対
象
と
な
る
の
は
世
帯
の

全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
で

す
。
保
険
年
金
課
に
交
付
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
昨
年
度
交
付

し
、
今
年
度
に
つ
い
て
も
交
付
の

対
象
と
な
る
場
合
は
、
減
額
認
定

証
を
郵
送
し
ま
す
。

　
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証
と

減
額
認
定
証
は
、
個
人
情
報
が
漏

れ
な
い
よ
う
に
、
細
か
く
切
る
な

ど
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

◯問
　

保
険
年
金
課

　
☎
（32）
１
６
２
４

　
国
民
年
金
制
度
は
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す

る
制
度
で
す
。
自
営
業
や
学
生
、

無
職
の
人
な
ど
は
、
第
１
号
被
保

険
者
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
は

第
２
号
被
保
険
者
、
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
は
第

３
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
第

１
号
被
保
険
者
の
人
は
、
国
民
年

金
の
保
険
料
を
自
分
で
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
本
人
の
申
請
手
続

き
に
よ
り
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶

予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保

険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受

給
で
き
な
く
な
る
場
合
や
、
万
一

の
場
合
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
学
生
納
付
特
例
を

除
く
21
年
度
分
の
申
請
期
限
は
22

年
７
月
末
ま
で
で
す
。
保
険
料
の

納
付
が
困
難
で
21
年
度
の
申
請
が

ま
だ
の
人
は
、
早
め
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
22
年
度
分
の
受
付

は
７
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
22
年
度
分
の
受

付
は
22
年
４
月
１
日
か
ら
23
年
4

月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
免
除
（
全
額
免
除
、
一
部
納
付
）

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
基
準
額
以
下
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た

は
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
と
な

り
ま
す
。
一
部
納
付
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
と

な
り
ま
す
の
で
必
ず
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
（
納
付
猶
予
）
制
度

※免除承認された期間は、受給資格期間
　に含まれます。また、受給額には以下
　の割合で算入されます。

　全額免除　⇒　１/２（１/３）
　1/4納付　⇒　５/８（１/２）
　半額納付　⇒　３/４（２/３）
　3/4納付　⇒　７/８（５/６）
※20年度承認分までは（　）内の割合
　となります。
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介
護
保
険
料
の
減
免
申
請

◇
若
年
者
納
付
猶
予

　
30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
、
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
基
準
額
以
下

の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

◇
学
生
納
付
特
例

　
学
生
で
本
人
の
所
得
が
基
準
額

以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

◯問
　

三
島
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５(

９
７
３)

１
４
４
４

　
保
険
年
金
課

　
☎
（32）
１
６
２
５
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
介
護
保
険
料
の
段
階
が
第
３
段

階
で
次
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る

人
は
、
申
請
に
よ
り
介
護
保
険
料

が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
世
帯
の
前
年
の
収
入
合
計
額
が

　
１
２
０
万
円
以
下

②
市
民
税
課
税
者
と
同
一
世
帯
で

　
な
く
、
扶
養
も
さ
れ
て
い
な
い

③
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

　
そ
の
他
、
失
業
や
収
入
が
著
し

　
く
減
少
し
た
と
き
の
減
免
制
度

　
も
あ
り
ま
す
。
申
請
受
付
は
７

　
月
12
日
㈪
か
ら
。

　
手
続
き
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯問
　

高
齢
者
福
祉
課

　
☎
（32）
１
５
６
４

　
敬
老
の
日
を
記
念
し
て
楽
し
い

催
し
物
な
ど
を
行
い
ま
す
。
参
加

は
事
前
申
し
込
み
制
と
な
り
ま
す
。

対
　
象
　
昭
和
16
年
４
月
１
日
以

　
前
に
生
ま
れ
た
人

日
に
ち
　
９
月
７
日
㈫

会
　
場
　
観
光
会
館
ホ
ー
ル

招
待
者
地
域
と
時
間

◇
第
１
部
（
10
時
か
ら
）

　
玖
須
美
（
南)

、
川
奈
、
吉
田
、

　
荻
、
十
足
、
富
戸
、
八
幡
野
、

　
池
、
赤
沢

◇
第
２
部
（
13
時
30
分
か
ら
）

　
宇
佐
美
、
湯
川
、
松
原
、
玖
須

　
美
（
第
１
部
該
当
地
域
以
外)

、

　
新
井
、
岡
、
鎌
田

申
し
込
み
　
広
報
紙
の
折
込
チ
ラ

　
シ
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

定
　
員
　
各
部
１
０
０
０
人
（
申

　
し
込
み
順
）

◯問
　

高
齢
者
福
祉
課

　
☎
（32）
１
５
６
１

　　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ト
レ
イ
、

牛
乳
パ
ッ
ク
が
市
内
ス
ー
パ
ー
の

店
頭
な
ど
で
分
別
回
収
さ
れ
て
い

ま
す
。
21
年
度
の
回
収
実
績
は
次

の
通
り
で
す
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
　
　
54
・
８
㌧

・
ト
レ
イ
　
　
　
　
　
25
・
８
㌧

・
牛
乳
パ
ッ
ク
　
　
　
23
・
９
㌧

　
回
収
さ
れ
た
容
器
は
再
商
品
化

の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

に
引
き
渡
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
沼
津
市
内
の

製
紙
工
場
に
搬
入
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

と
交
換
し
て
い
ま
す
。
21
年
度
に

交
換
し
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

は
１
万
７
９
５
２
個
で
、
そ
の
う

ち
、
ご
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
伊

東
で
２
９
７
６
個
を
配
布
し
、
市

内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
に
１
万
４
９
７
６
個
を
寄
贈

し
ま
し
た
。
今
後
も
容
器
の
分
別

回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯問
　

環
境
課

　
☎
（32）
１
３
７
１

　
平
成
20
年
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
を
契
機
に
、
み
ん
な
で
地

球
温
暖
化
対
策
を
考
え
る
日
と
し

て
７
月
７
日
が
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・

デ
ー
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
は
７
月
７
日
㈬
20
時
〜
22

時
の
２
時
間
を
「
い
と
う
七
夕
ク

ー
ル
ア
ー
ス
・
タ
イ
ム
」
と
し
て
、

事
業
所
や
家
庭
の
照
明
を
消
し
た

り
、
エ
ア
コ
ン
を
止
め
た
り
す
る

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
生
活
や

業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
明
か
り
の
消
え
た
地
上
か
ら
七

夕
の
夜
空
を
眺
め
な
が
ら
、
み
ん

な
で
未
来
の
地
球
環
境
の
こ
と
な

ど
に
想
い
を
は
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◯問
　

環
境
課

　
☎
（32）
１
３
７
４

「
伊
東
市
あ
い
さ
つ
運
動
」
が
お

か
げ
さ
ま
で
満
５
年
を
経
過
し
、

賛
同
者
が
９
０
０
の
団
体
・
個
人

と
な
り
、
市
民
の
活
動
に
成
長
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
各
団
体
が
行

っ
て
き
た
あ
い
さ
つ
運
動
を
、
７

月
２
日
㈮
朝
７
時
〜
８
時
の
時
間

帯
に
合
わ
せ
、
市
内
各
地
で
一
斉

に
行
う
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
家
庭
で
、

園
・
学
校
で
、
通
勤
・
通
学
・
通

園
・
散
歩
の
途
中
で
、｢

『
あ
い
さ

つ
』
を
意
識
す
る
一
時
間
」
を
生

み
出
す
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◯問
　

生
涯
学
習
課

　
☎
(32)
１
９
６
１

敬
老
の
日
記
念
事
業

お
た
っ
し
ゃ
ま
つ
り

容
器
分
別
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
と
う
七
夕

ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
タ
イ
ム

伊
東
市
あ
い
さ
つ
運
動

市
民
一
斉
活
動
日
に
つ
い
て
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青
少
年
の
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ

に
は
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
連
携

し
合
い
、
青
少
年
を
地
域
全
体
で

は
ぐ
く
む
こ
と
が
何
よ
り
大
切
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
静
岡
県
は
毎

年
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
青
少

年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
家
庭
や
地
域

で
青
少
年
の
非
行
問
題
、
健
全
育

成
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◯問
　

生
涯
学
習
課

　
☎
（32）
１
９
６
１

　
平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
で
採

用
す
る
伊
東
市
職
員
の
採
用
試
験

を
行
い
ま
す
。

職
種
と
人
数

・
一
般
事
務
（
行
政
事
務
等
に
従

　
事
）
…
15
人
程
度

・
機
械
技
師
（
設
計
・
監
督
業
務

　
等
に
従
事
）
…
１
人

・
化
学
技
師
（
環
境
保
全
業
務
等

　
に
従
事
）
…
１
人

・
建
築
主
事
（
建
築
確
認
業
務
等

　
に
従
事
）
…
１
人

・
保
育
士
（
保
育
園
の
業
務
に
従

　
事
）
…
２
人
程
度

試
験
日
　
８
月
１
日
㈰

会
　
場
　
市
役
所
（
応
募
状
況
に

　
よ
っ
て
、
変
更
す
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。）

申
し
込
み
　
申
込
書
は
秘
書
課
、

　
各
出
張
所
及
び
連
絡
所
に
あ
る

　
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
郵

　
送
で
も
取
得
で
き
ま
す
。
必
要

　
事
項
を
記
入
し
、
本
人
が
秘
書

　
課
窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
７
月
５
日
㈪
〜
16
日

　
㈮
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
10

　
日
㈯
・
11
日
㈰
は
10
時
〜
15
時
）

◯問
　

秘
書
課

　
☎
(32)
１
１
７
１
・
１
１
７
２

　
平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
で
採

用
す
る
伊
東
市
消
防
職
員
の
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。

人
　
数
　
４
人
程
度

試
験
日
　
７
月
18
日
㈰

会
　
場
　
市
役
所(

受
付
・
集
合)

申
し
込
み
　
申
込
書
は
消
防
本
部

　
窓
口
、
支
署
、
分
遣
所
、
出
張

　
所
、
連
絡
所
に
あ
る
ほ
か
、
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
す
る
こ

　
と
も
で
き
ま
す
。
必
要
事
項
を

　
記
入
し
、
受
付
期
間
内
に
消
防

　
本
部
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。

受
付
期
間
　
６
月
28
日
㈪
〜
７
月

　
９
日
㈮
９
時
〜
正
午
・
13
時
〜

　
16
時
30
分
（
土
日
は
除
く
）

◯問
　

消
防
総
務
課

　
☎
（38）
０
１
９
７

　
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
の
文
化
財

に
触
れ
る
機
会
と
し
て
古
代
体
験

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
　
象
　
小
・
中
学
生
（
小
学
生

　
低
学
年
以
下
は
、
保
護
者
の
同

　
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。）

日
　
時
　
７
月
28
日
㈬
・
８
月
３

　
日
㈫
・
11
日
㈬
・
17
日
㈫
・
25

　
日
㈬
９
時
30
分
〜
正
午
（
各
日

　
同
じ
内
容
で
開
催
し
ま
す
）

会
　
場
　
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
勾
玉
作
り
、
弓
矢
体
験
、

　
土
器
復
元
な
ど

定
　
員
　
各
日
20
人
（
先
着
順
）

参
加
料
　
材
料
費
の
実
費

申
し
込
み
　
希
望
す
る
参
加
日
を

　
選
ん
で
、
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

◯問
　

文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
（36）
２
１
８
２

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
毎

年
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
全
国

で
開
催
さ
れ
、
今
年
で
第
60
回
と

な
り
ま
す
。
本
年
は
、
昨
今
の
犯

罪
情
勢
を
踏
ま
え
「
立
ち
直
り
を

支
え
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
理

解
促
進
」
を
重
点
事
項
と
し
ま
し

た
。
地
域
に
住
む
私
た
ち
が
こ
の

運
動
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
の
力

で
明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

◯問
　

社
会
福
祉
課

　
☎
（32）
１
５
３
１

　
７
月
７
日
は
川
の
日
で
す
。
川

は
水
と
緑
の
貴
重
な
空
間
と
し
て

人
々
に
う
る
お
い
を
与
え
、
飲
料

水
や
農
業
用
水
な
ど
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
る
重
要
な
自
然
で
す
。

　
現
在
、
市
で
は
町
内
会
を
中
心

と
し
た
河
川
愛
護
団
体
が
川
の
保

全
や
美
化
を
目
的
に
草
刈
り
や
掃

除
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◯問
　

建
設
課

　
☎
（32）
１
７
５
１

　
静
岡
県
で
は
、
津
波
災
害
へ
の

関
心
を
深
め
る
よ
う
、
毎
年
７
月

１
日
〜
10
日
を
津
波
対
策
旬
間
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
旬
間
に
合
わ

せ
、
７
月
３
日
㈯
に
県
下
一
斉
に
、

沿
岸
地
域
を
対
象
と
し
た
津
波
避

難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
、

訓
練
実
施
に
伴
い
、
市
内
全
域
に

広
報
や
サ
イ
レ
ン
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◯問
生
活
防
災
課

　
☎
(32)
１
３
６
２

　
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
を

推
進
す
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
６
日
㈫
14
時
〜
16

　
時
40
分

会
　
場
　
観
光
会
館
ホ
ー
ル

内
　
容
　

◇
第
１
部
　
基
調
講
演
「
日
本
の

　
ジ
オ
パ
ー
ク
」
（
日
本
ジ
オ
パ

　
ー
ク
委
員
会
委
員
長
　
尾
池
和

　
夫
先
生
）

◇
第
２
部
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

　
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
中
川
和
之

　
氏
（
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会

青
少
年
の
非
行･

被
害
防
止

全
国
強
調
月
間

第
60
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

市
職
員
の
採
用
試
験

市
消
防
職
員
の
採
用
試
験

夏
休
み
古
代
体
験
教
室
開
催

７
月
は
河
川
愛
護
月
間

津
波
対
策
旬
間
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委
員
・
時
事
通
信
社
編
集
員
）

パ
ネ
リ
ス
ト
　
小
山
真
人
氏
（
静

　
岡
大
学
教
授
）
安
田
昌
代
氏

（
伊
豆
の
国
市
観
光
協
会
長
）
上

　
西
智
之
氏
（
県
立
伊
豆
総
合
高

　
校
教
諭
）
加
藤
賢
二
氏
（
西
伊

　
豆
町
観
光
協
会
長
）

そ
の
他
　
入
場
無
料
・
予
約
不
要

　
駐
車
場
は
台
数
に
限
り
が
あ
る

　
た
め
、
ご
来
場
の
際
は
公
共
交

　
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◯問
　

企
画
政
策
課

　
☎
(32)
１
０
６
１

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
悩
み
事
や
心
配
事

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
新
し
く
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
担

当
地
区
、
名
前
、
連
絡
先
を
紹
介

し
ま
す
。

◇
鎌
田
宮
川
２
丁
目

　
金
子
千
枝
子
　
☎
(38)
６
５
４
９

◯問
　

社
会
福
祉
課

　
☎
(32)
１
５
３
１

　
静
岡
地
方
法
務
局
下
田
支
局
及

び
熱
海
出
張
所
の
会
社
・
法
人
登

記
事
務
の
取
り
扱
い
が
、
７
月
12

日
㈪
か
ら
沼
津
支
局
へ
変
更
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
会
社
・
法
人

に
係
る
登
記
事
項
証
明
書
、
印
鑑

証
明
書
の
交
付
事
務
に
つ
い
て
は
、

下
田
支
局
及
び
熱
海
出
張
所
で
引

き
続
き
取
り
扱
い
ま
す
。
な
お
、

不
動
産
（
土
地
・
建
物
等
）
の
登

記
事
務
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
会
社
・
法
人
登
記
の
申
請
、
登

　
記
事
項
証
明
書
及
び
印
鑑
証
明

　
書
の
請
求
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申

　
請
や
郵
送
申
請
で
も
可
能
で
す
。

　
手
続
き
等
の
詳
細
は
静
岡
地
方

　
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

　(
h

ttp://h
ou

m
u

k
y

ok
u

.m
oj.

　g
o.jp/sh

izu
ok

a/fram
e.h

tm
l)

◯問
　

静
岡
地
方
法
務
局
下
田
支
局

　
☎
０
５
５
８
(22)
０
５
３
４

　
静
岡
地
方
法
務
局
熱
海
出
張
所

　
☎
(81)
２
５
８
６

　
静
岡
地
方
法
務
局
沼
津
支
局

　
☎
０
５
５（
9
2
3
）１
２
０
１

　
文
字
で
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？
筆
談
で
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
　
毎
月
第
３
月
曜
日

開
催
場
所
　
市
児
童
・
身
体
障
害

　
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ば
た
き
３

　
階
視
聴
覚
室

対
　
象
　
ど
な
た
で
も

申
し
込
み
　
不
要

参
加
費
　
無
料

◯問
　

筆
談
・
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル

「
み
か
ん
」
代
表
　
勝
俣

　
☎
０
９
０
（
９
１
７
４
）
９
１

　
　
３
０

　
子
育
て
を
す
る
人
同
士
の
交
流

の
場
で
す
。
子
育
て
の
相
談
や
身

体
計
測
も
で
き
ま
す
。

対
　
象
　
０
歳
〜
２
歳
位
の
子
ど

　
も
と
子
育
て
中
の
人
、
妊
婦

日
程
と
会
場
（
７
月
）

・
２
日
㈮
…
荻
区
民
会
館

・
６
日
㈫
…
八
幡
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
セ
ン
タ
ー
（
食
育
）

・
13
日
㈫
…
宇
佐
美
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
セ
ン
タ
ー

・
15
日
㈭
…
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
保
育
士
の
遊
び
）

時
　
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

　
用
具

　
子
ど
も
の
発
達
や
育
児
、
離
乳

食
の
作
り
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

子
育
て
の
相
談
や
身
体
計
測
も
で

き
ま
す
。

対
　
象
　
22
年
２
月
・
３
月
生
ま

　
れ
の
子
ど
も
と
家
族

日
　
時
　
７
月
16
日
㈮
９
時
15
分

　
か
ら

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

　
用
具
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

申
し
込
み
　
７
月
２
日
㈮
ま
で
に

　
電
話
で
。

　
大
腰
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

を
使
用
し
た
健
脳
健
身
教
室
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
　
象

・
腰
や
ひ
ざ
に
痛
み
の
症
状
が
な

　
い
人

・
血
圧
が
安
定
し
て
い
る
人

・
医
師
か
ら
運
動
制
限
を
さ
れ
て

　
い
な
い
人

※
高
血
圧
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良

　
等
、
健
康
状
態
に
問
題
の
あ
る

　
人
は
、
参
加
を
制
限
す
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

日
　
時

・
開
講
式
、
心
電
図
測
定

　
８
月
２
日
㈪
　
午
前

・
体
力
測
定

　
８
月
26
日
㈭
　
午
後

　
11
月
22
日
㈪
　
午
後

・
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
午
前

　
コ
ー
ス
の
み
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
前

　
に
か
け
湯
が
あ
り
ま
す
。）

　
８
月
30
日
㈪
〜
11
月
19
日
㈮

　
Ａ
１
コ
ー
ス
…
毎
週
月
・
木
曜

　
　
日
　
10
時
〜
正
午

　
Ａ
２
コ
ー
ス
…
毎
週
月
・
木
曜

　
　
日
　
13
時
〜
15
時

　
Ｂ
１
コ
ー
ス
…
毎
週
火
・
金
曜

　
　
日
　
10
時
〜
正
午

　
Ｂ
２
コ
ー
ス
…
毎
週
火
・
金
曜

　
　
日
　
13
時
〜
15
時

・
コ
ア
ス
ト
レ
ッ
チ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
９
月
21
日
㈫
　
午
後

　
10
月
28
日
㈭
　
午
後

・
食
生
活
講
座
　
１
回

会
　
場
　
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
・
ス
パ

　
棟
２
階
・
東
小
学
校
等

定
　
員
　
各
コ
ー
ス
10
人

受
講
料
　
３
０
０
０
円

申
し
込
み
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、

　
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希

　
望
コ
ー
ス
を
記
入
し
、
市
役
所

　
子
育
て
健
康
課
ま
で
送
っ
て
く

　
だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場
合
は

　
抽
選
に
な
り
ま
す
。

締
め
切
り
　
７
月
21
日
㈬
必
着

◯問　子育て健康課
☎32-1581・1582（母子）
☎32-1583・1584（成人）
※土日・祝日を除く

新
し
く
委
嘱
さ
れ
た

民
生
委
員･

児
童
委
員
の
紹
介

会
社
・
法
人
登
記
事
務
の

取
扱
庁
変
更
に
つ
い
て

筆
談
サ
ロ
ン
開
催

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

健
脳
健
身
教
室

す
こ
や
か
育
児
教
室
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区 氏　名町内名

新
　
井

松
　
原

湯
　
川

宇
　
佐
　
美

初 津 １
初 津 ２
八 幡 １
八 幡 ２
八 幡 ３
城 宿 １
城 宿 ２
城 宿 ３
城 宿 ４
留 田 新 町
留田西仲町
桑 原 １
桑 原 ２
山 田 １
山 田 ２
阿 原 田 １
阿 原 田 ２
峰 １
峰 ２
海 峰 苑
中 里 １
中 里 ２
中 里 ３
塩 木 道 １
塩 木 道 ２
り 山 峡
１ 丁 目
２ 丁 目
３ 丁 目
４ 丁 目
５ 丁 目
７ 丁 目
上 町
仲 町
伊 勢 町
稲 荷 町
稲 荷 町
松 川 町
猪戸１丁目
猪戸２丁目
猪戸３丁目
猪戸４丁目
猪戸５丁目
湯 端 町
朝 日 町
栄 町
辰 田 町
丸 山 町
寺 山 町
東 １ 丁 目
仲 １ 丁 目
仲 ２ 丁 目
西 １ 丁 目
西 ２ 丁 目

区 氏　名町内名

玖
　
須
　
美

川
　
奈

吉
　
田

岡

鈴木　洋子
大沼　美那子
鳴戸　好子
杉山　はるみ
市村　ハルエ
鈴木　美三子
飯島　うめ
森野　都子
中澤　あや子
稲葉　あけみ
横山　照美
朝日　英子
齋藤　優子
明石　道子
山田　啓子
坂内　カツ子
仲澤　紀子
齋藤　美代子
檜垣　尹子
福田　元子
肥田　紀子
福西　峰子
日吉　淑子
笠原　美枝子
伊藤　知美
鈴木　恵子
森田　田鶴子
森 田 　 梢
山本　琴美
工藤　令子
下 田 　 愛
鈴木　しのぶ
神谷　ゆきえ
山田　恭子
鈴木　恵子
原 　 美 代
太田　佳子
市橋　宏子
稲葉　美穂子
齊藤　みどり
水落　節子
城間　照子
多田　絵理子
上島　まつ江
黒田　福子
相原　節子
富岡　リク
栗原　早苗
鈴木　由紀子
田中　照美
山本　節子
寺尾　光代
青木　政博
梅原　正子

湯 端 町
竹 町
井 戸 川 町
宿 之 町
八 幡 町
中 芝 町
大 芝 町
物 見 町
大 原 町
大 原 町
富 士 見 町
富 士 見 町
赤 坂 町
城 星 町
城 星 町
長 美 代 町
田 代 町
小 浦 町
宮 町
東 町
小室町１丁目
小室町２丁目
小室町３丁目
小室町４丁目
登 町
登 町
仲･四軒町
伝 馬 町 １
伝 馬 町 ２
新 町 １
新 町 ２
新 町 ３
一 碧 湖 町
久 治 町
桜 木 町
桜木町１丁目
広野１丁目
広野３丁目
温 泉 橋 町
清 流 会
新 栄 会
泉 町
小川１丁目
小川２丁目
小川３丁目
馬場１丁目
馬場２丁目
内 野 町
上 の 坊
湯 田 町
瓶 山 町
青 葉 台
広野２･元町
新広野3･新広野4

区 氏　名町内名

十
　
足

鎌
　
田

荻

富
　
戸

池

八
　
幡
　
野

赤
沢

大
室
高
原

十 足
白 木 原
南 一 碧 台
　 匠 　
東 組
イトーピア
海 立 町
久 保 方 町
仲 町
下方宮川町
堀山桜が丘町
南 町
八 代 田 町
城 山 町
南 山 町
観 光 荘 町
丸善ランド
本 町
緑 町
新 山 町
角 折 町
つつじヶ丘
城 ノ 木 戸
城 ノ 木 戸
か ど の 原
岡 町
東 町
西 町
郷 戸
郷 戸
　 払 　
　 払 　
三 の 原
松 尾
　 池 　
　 池 　
　 池 　
　 池 　
岡 町
岡 町
東 町
東 町
上 町
上 町
下 町
親 和 会
親 和 会
赤 沢
赤 沢
大 室 高 原
大 室 高 原
大 室 高 原
大 室 高 原
大 室 高 原

保
健
委
員
を
紹
介
し
ま
す

保
健
委
員
を
紹
介
し
ま
す
◯問　子育て健康課
☎32-1584

保健委員
鈴木満子さん　山田恭子さん

保健委員は、地域住民の健康意識を高め、健康づくりを進めるための活動をしています。
市長から委嘱され、保健委員として活躍している皆さんを紹介します。

皆さんの
健康づくりの
お手伝いを
しています

山本　久美子
稲葉　幾世
大津　公美
梅田　尚美
内田　伴江
大高　真奈美
菅原　和枝
若山　桂子
田中　笑美子
今井　真理
森川　浩子
関野　享子
大高　富子
三田　明美
久保寺　恵津子
笠井　時枝
望月　秀子
佐々木　美惠子
大畑　美津江
千葉　尚子
早川　敦子
山本　美織
塩崎　達子
山本　幸子
田鎖　節子
下田　明美
石井　冨美子
鳥居　康子
福木　ミチ
土屋　利江
鈴木　啓子
猪股　八枝子
前田　由美子
島田　圭子
吉田　香津美
山田　美恵子
川崎　紀子
井村　浩世
池谷　宏子
常田　由紀子
磯村　仁子
向田　知加枝
中島　かずみ
梅原　マサ子
稲葉　悦子
飯田　節子
橘田　瑞枝
山本　和子
山本　一代
牧 野 　 勝
稲垣　かつ
大川　友子
鈴木　和代
土屋　延枝

大川　徳子
佐藤　瑞惠
若島　幸子
吉川　博子
小川　幸子
普川　君子
藤 　 京 子
亘　多美子
大川　君枝
三枝　修代
永倉　暁子
藤原　明美
中田　勝代
木村　寿子
土橋　町子
石田　和子
鈴木　満子
増野　春美
佐々木　幸代
安芸友　賀代子
辻本　まり
小林　絹子
横山　あい子
高野　津八子
磯川　光子
石井　千佳子
掬川　初代
田畑　秀子
三好　智子
小西　和子
山田　喜惠子
石井　眞樹子
岡部　千津子
堀内　豊子
芹澤　裕子
高橋　起世子
稲葉　和江
安立　みさを
勝又　敏子
稲葉　敦子
山口　洋子
村田　良子
小田　代里子
稲葉　美代子
岡 　 英 子
増村　八重子
木下　美智子
山下　江里子
島 　 並 代
二又　信子
金子　幹枝
新沼　和子
小林　ゆり子
青木　未唐

（鎌田） （岡）
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◇
小
説
・
エ
ッ
セ
イ

図書館の
　新着図書
図書館の
　新着図書

家
族
ト
ラ
ン
プ

綺
想
宮
殺
人
事
件

不
等
辺
三
角
形

ボ
ー
ダ
ー

ラ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
を
探
し
に

和
菓
子
の
ア
ン

奇
妙
な
賽
銭

オ
ー
ル
・
マ
イ
・
ラ
ビ
ン
グ

ち
い
さ
な
言
葉

あ
な
た
明
日
の
朝
お
話
が
あ
り
ま
す

渡
り
の
足
跡

炎
上
す
る
君
　

す
れ
違
う
背
中
を

い
い
ん
だ
か
悪
い
ん
だ
か

ザ
・
万
遊
記

１
Ｑ
８
４
　
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
燃
え
た
日
　

野
生
の
探
偵
た
ち
（
上
・
下
）

虚
擬
街
頭
漂
流
記

◇
そ
の
他

新
会
社
法
概
説

首
を
温
め
る
と
体
調
が
良
く
な
る

團
十
郎
復
活

全
国
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
道
の
駅
ガ
イ
ド

枝
元
な
ほ
み
の
一
番
や
さ
し
い
！
米
粉
レ
シ
ピ

◇
児
童
書
・
絵
本

徳
田
さ
ん
ち
は
お
ば
け
の
一
家

と
ど
ろ
ヶ
淵
の
メ
ッ
ケ

ぼ
く
の
か
わ
い
い
お
さ
る
ち
ゃ
ん

び
ん
の
悪
魔

明
野
　
照
葉

芦
辺
　
　
拓

内
田
　
康
夫

垣
根
　
涼
介

小
手
鞠
る
い

坂
木
　
　
司

澤
田
ふ
じ
子

小
路
　
幸
也

俵
　
　
万
智

中
場
　
利
一

梨
木
　
香
歩

西
　
加
奈
子

乃
南
　
ア
サ

林
　
真
理
子

万
城
目
　
学

村
上
　
春
樹

ジ
ョ
ン
・
ベ
レ
ン
ト

ロ
ベ
ル
ト
・
ボ
ラ
ー
ニ
ョ

寵
物
先
生

開館時間　９時30分～18時
休館日　月曜日･20日㈫･30㈮
◯問　図書館　☎36-7433

「
い
で
湯
の
ま
ち
伊
東
」
に
は
、

古
く
か
ら
文
人
墨
客
が
訪
れ
、
彼

ら
の
心
が
凝
縮
さ
れ
た
数
多
く
の

文
学
碑
が
、
至
る
と
こ
ろ
に
点
在

し
て
い
ま
す
。

　
第
７
回
と
な
る
伊
東
市
文
学
碑

拓
本
コ
ン
ク
ー
ル
を
４
年
ぶ
り
に

開
催
し
ま
す
。
採
拓
期
間
は
来
年

の
５
月
ま
で
に
な
り
ま
す
の
で
、

初
心
者
の
人
も
、
経
験
者
の
人
も
、

是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
芸
術
祭
文
学
部
門
で
、
あ
な
た

の
才
能
を
開
花
さ
せ
て
み
ま
せ
ん

か
。
も
ち
ろ
ん
、
毎
年
出
品
な
さ

っ
て
い
る
皆
さ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。

優
秀
作
品
に
は
、
市
長
賞
、
教
育

長
賞
、
文
化
協
会
長
賞
を
授
与
し

ま
す
。
発
表
は
10
月
下
旬
、
入
選

作
品
は
「
文
芸
伊
東
」
に
収
録
し

ま
す
（
小
説
は
優
秀
作
品
の
み
）。

種
　
目
　
小
説
・
随
筆
・
詩
・
短

　
歌･
俳
句･

川
柳

(

題
「
始
発
」)

資
　
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

締
　
切
　
９
月
１
日
㈬

※
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の

　
に
限
り
ま
す
。

　
10
月
８
日
㈮
〜
10
日
㈰
に
開
催

さ
れ
る
芸
術
祭
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
出
品
者
の
申
し
込
み
受
付
を

し
て
い
ま
す
。

　
フ
イ
ル
ム
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

と
も
に
応
募
可
能
で
す
。
写
真
店

仕
上
げ
の
四
つ
切
プ
リ
ン
ト
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
出
品
に
際
し
て

は
、
専
用
の
出
品
票
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◯問
　

生
涯
学
習
課

　
☎
(32)
１
９
６
３

●
文
学
碑
拓
本
コ
ン
ク
ー
ル

●
芸
術
祭
・
文
学
部
門

●
芸
術
祭
・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

6

♢農地の賃借を促進し、効率的に利用

　所有については厳しい規制を維持し、

賃借については、規制が緩和されます。

　　　　　　（法第3条第2項第7号）

♢解除条件付きで一般法人等の参入容認

　（賃借規制の緩和）

[農地の借受者の範囲]

　　　　　　　＋　　　（改正前）

　

　　　　　　　　（改正後の追加）

　ただし、規制緩和された解除条件付

き賃借は、地域の他の農業者との適切

な役割分担の下、継続的・安定的に農

業経営が行われることが要件となりま

す。　　　　（法第3条第3項第2号）

♢農地法などの申請書類の各月締切日

　7月12日㈪、8月10日㈫です。

　 ◯問　農業委員会事務局　☎32-1735

改正農地法の説明（第3回)

農作業常時従者 農業生産法人

農作業常時従者
以外の個人

農業生産法人
以外の法人
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姉妹都市諏訪市からおんべ寄贈
姉妹都市諏訪市からおんべ（諏訪大社御柱祭で参
加者が手にしている棒の先に房の付いたもの）
大小2セットが寄贈されました。

　
レ
ジ
袋
の
使
用
量
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。

　
レ
ジ
袋
は
、
軽
く
て
丈
夫
で

耐
水
性
が
あ
り
、
便
利
で
優
れ

た
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
レ
ジ
袋
は
、
限
ら

れ
た
資
源
で
あ
る
石
油
を
原
料

と
し
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
捨
て
る
と
焼
却
処
分
さ
れ
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
一
つ
で
も
あ

る
二
酸
化
炭
素
と
し
て
大
気
中

に
排
出
さ
れ
ま
す
。

　
資
源
の
無
駄
遣
い
を
や
め
、

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
上
で
、

日
常
生
活
に
密
着
し
た
レ
ジ
袋

の
使
用
量
を
減
ら
す
こ
と
は
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
い
、
レ
ジ

袋
の
使
用
量
を
減
ら
す
こ
と
が
、

身
近
な
温
暖
化
対
策
の
第
一
歩

と
な
り
ま
す
。

　
環
境
に
や
さ
し
い
マ
イ
バ
ッ

グ
ラ
イ
フ
を
始
め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
バ
ッ
ク
の
ス
ス
メ

Vol.22

美化推進係
主任運転士　磯貝　修

◯問
　

環
境
課

☎
（32）
１
３
７
１

問

伊東祐親まつり・薪能
観光会館ホールで、狂言と能の舞台が演じられ、
観衆を魅了しました。

ごみゼロの日運動週間クリーン作戦
42団体約1,000人が参加し、夏の行楽期を前に、
市内の散乱ごみを一掃しました。

　
平
成
23
年
の
成
人
式
を
運
営
す
る

実
行
委
員
（
新
成
人
ス
タ
ッ
フ
）
を

募
集
し
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
仲

間
と
力
を
合
わ
せ
て
成
人
式
を
手
が

け
、
よ
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
平
成
23
年
に
成
人
式
を
迎

　
え
る
新
成
人

活
動
期
間
　
８
月
〜
来
年
１
月

内
　
容
　
成
人
式
の
内
容
な
ど
を

　
協
議
す
る
実
行
委
員
会
へ
の
出

　
席
（
月
１
回
程
度
）
、
案
内
状

　
の
送
付
作
業
、
成
人
式
当
日
の

　
受
付
係
や
会
場
案
内
係
な
ど

申
し
込
み
　
８
月
13
日
㈮
ま
で
に

　
電
話
で
。

◯問
　

生
涯
学
習
課

　
☎
（32）
１
９
６
１

　
今
年
で
13
回
目
と
な
る
伊
東
温
泉

花
笠
踊
り
に
参
加
す
る
団
体
を
募
集

し
ま
す
。
通
り
を
元
気
い
っ
ぱ
い
練

り
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
９
月
30
日
㈭
・
10
月
１
日

　
㈮
18
時
〜
21
時

会
　
場
　
竹
町
交
差
点
〜
伊
東
駅
前

　
（
市
道
南
口
線
）

構
成
人
数
　
１
連
30
人
程
度

申
し
込
み
　
市
役
所
観
光
課
窓
口
、

　
各
出
張
所
・
連
絡
所
に
あ
る
申

　
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
８
月
13
日
㈮
ま
で
に
郵
送
か
Ｆ

　
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　
す
。

◯問
　

観
光
課

　
☎
（32）
１
７
１
３

伊東祐親まつり・花舞台
松川水上特設舞台で、伊東温泉芸者衆の舞などの
伝統芸能が演じられました。

5
12 水

/

5
29 土

/

5
30 日

/

5
30 日

/

環境にやさしい
生活をしましょ
う



―
お
医
者
さ
ん
の
お
話
―

広報いとう 14

う
つ
病
に
つ
い
て

　
精
神
科
・
心
療
内
科
で
診
る
病

気
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
最
近
特

に
う
つ
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
お
お
よ
そ
10
人
に
１
人
が
一
生

の
う
ち
一
度
は
う
つ
病
に
か
か
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
り
ふ
れ

た
病
気
で
あ
り
、
誰
も
が
か
か
り

う
る
病
気
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

う
つ
病
は
「
心
の
風
邪
」
と
も
呼

ば
れ
ま
す
が
、｢

心
の
肺
炎
」
と
言

っ
た
方
が
よ
り
適
切
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。｢

心
の
風
邪
」
だ
か
ら
休
ん

で
い
れ
ば
治
る
と
甘
く
見
ず
、
こ

じ
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。

　
憂
う
つ
感
、
悲
し
み
、
淋
し
さ
、

焦
り
を
伴
っ
た
不
安
感
、
死
に
た

い
気
持
ち
、
何
も
楽
し
め
ず
頭
も

働
か
な
い
、
い
つ
も
な
ら
簡
単
に

で
き
る
こ
と
も
迷
っ
て
で
き
な
く

な
る
、
そ
れ
以
前
に
何
を
す
る
の

も
お
っ
く
う
に
な
り
ま
す
。
睡
眠

も
悪
化
し
ま
す
。
寝
つ
け
な
い
、

眠
り
が
浅
い
、
途
中
で
た
び
た
び

目
が
覚
め
、
時
に
は
そ
の
ま
ま
朝

を
迎
え
ま
す
。

　
症
状
を
挙
げ
て
い
く
と
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
「
う
つ
」

が
す
べ
て
う
つ
病
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
脳
や
体
の
病
気

が
原
因
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
色
々
な
精
神
科
の
病
気
で
も

「
う
つ
状
態
」
に
な
り
ま
す
。
専

門
医
の
診
察
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
と
思
わ
れ
て
い

た
高
齢
者
が
実
は
う
つ
病
で
、
治

療
を
受
け
た
ら
物
忘
れ
な
ど
す
っ

か
り
良
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

例
も
あ
り
ま
す
。

「
う
つ
」
に
な
っ
て
つ
ら
い
人
は
、

ぜ
ひ
と
も
精
神
科
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
一
緒
に
道
を
切
り
開

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◯問
　

伊
東
つ
く
し
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎
(38)
１
２
９
４

◯問　生涯学習課　☎32-1961 FAX37-8117



2010.715

◇
お
仕
事
は
何
を
し
て
い
ま
す
か

　
伊
東
観
光
協
会
で
主
に
広
報
の

担
当
を
し
て
い
て
、
大
手
観
光
雑

誌
へ
の
写
真
の
貸
し
出
し
や
校
正

を
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
は
観
光

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
タ
ッ
フ

日
記
）
の
更
新
、
イ
ベ
ン
ト
準
備

で
の
現
場
作
業
、
花
の
取
材
な
ど

で
市
内
を
ま
わ
ら
せ
て
も
ら
う
な

ど
幅
広
い
分
野
で
仕
事
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

仕
事
を
通
じ
て
、
ホ
テ
ル
の
人
や

観
光
施
設
の
人
な
ど
、
多
く
の
方

々
と
接
す
る
機
会
が
あ
り
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

◇
伊
東
で
好
き
な
場
所
（
ス
ポ
ッ

　
ッ
ト
）
は
あ
り
ま
す
か
　

　
伊
東
八
景
に
指
定
さ
れ
た
小
室

山
（
小
室
山
公
園
）
で
す
。
頂
上

か
ら
見
下
ろ
す
伊
東
市
全
景
、
伊

豆
七
島
な
ど
ま
さ
に
絶
景
で
す
。

◇
趣
味
は
何
で
す
か

　
幼
い
頃
か
ら
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
フ

ァ
ン
で
野
球
観
戦
は
欠
か
せ
な
い

で
す
。
あ
と
は
車
や
カ
ラ
オ
ケ
も

好
き
で
す
。

◇
マ
イ
ブ
ー
ム
は
何
で
す
か

　
１
年
目
か
ら
書
い
て
い
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
観
光
ノ
ー
ト
で
す
。

　
上
司
と
観
光
関
係
者
の
方
々
と

の
何
げ
な
い
会
話
の
中
で
面
白
い

企
画
や
名
言
だ
と
思
っ
た
事
に
つ

い
て
メ
モ
書
き
し
、
ま
た
、
自
分

が
考
え
た
ア
イ
デ
ィ
ア
も
書
い
て

お
い
て
、
い
つ
か
実
現
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◇
将
来
の
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ

　
さ
い

　
昭
和
を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う
な

温
泉
街
の
復
活
（
観
光
客
を
引
き

付
け
る
よ
う
な
街
づ
く
り
）
と
先

輩
方
が
築
い
て
き
た
伊
東
温
泉
伝

統
の
行
事
「
按
針
祭
」
を
い
つ
か

は
自
分
が
中
心
と
な
っ
て
成
功
さ

せ
た
い
で
す
。

75

市内の若い人を紹介する
コーナーです。

伊東観光協会

勝又 和洋さん
（岡）

　同報無線放送はメールマガジンとして携帯電話
やパソコンに配信しています。登録用のアドレス
itomail.douhou@mpme.jpに件名と本文なしの
メールを送信すると利用の手続きができます。

　町内会・自治会は、地震・風水害などの災害に
備えての自主防災活動や青少年の健全育成、交通
安全、環境美化、住民の交流を深めるための活動
を行っています。町内会・自治会に加入してこれ
らの活動に参加し、地域の輪を広げましょう。

　わたくしたち伊東市民は、
　　・文化を高め、教養を豊かにしましょう
　　・自然を愛し、清潔な環境をつくりましょう
　　・きまりを守り、良い風習を育てましょう
　　・おたがいに助け合い、親切をつくしましょう
　　・元気で働き、楽しい家庭をつくりましょう
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アイドル登場�アイドル登場�アイドル登場�
DEGOO!&mizuの…

　　 今月のつぶやき



■当直医の予定は変更となる場合があります。最新の情報はナビダイヤル☎0570-064307か市ホームページでご確認ください。
■季節の催物、観光イベントなどの情報は伊東観光協会☎37-6105へお問い合わせください。 広　報

日 曜 日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日

伊東温泉競輪開催日 ◯問　競輪事業課　☎36-0120

伊東温泉競輪　　■ＦⅠ　13～15

場 外 開 催　　■寛仁親王牌　１～４　■青森ＦⅠ　５～７　■京王閣記念　９～12
　　　　　　　　■静岡ＦⅠ　17～19　■サマーナイト函館併売　17～18　
　　　　　　　　■立川ＦⅠ　20～22　■川崎記念　23～26　■豊橋記念　29～31

赤口 先勝
半夏至

友引

大安 赤口
小暑

先勝 友引 先負

先勝 友引 先負
ぼん

仏滅
やぶ入り

大安

友引
土用

先負 仏滅 大安
大暑

赤口

先負

仏滅

赤口

先勝

友引

先負

仏滅

赤口

先勝 仏滅 大安 赤口 先勝

伊東マリンタウン

市民サービスデー

伊東マリンタウン

市民サービスデー

伊東マリンタウン

市民サービスデー

伊東マリンタウン

市民サービスデー

伊東マリンタウン

市民サービスデー

◯内　伊東胃腸科クリニック　☎37-9255
◯外　田　島　医　院　☎47-0010
◯小　むらかみ小児科クリニック　☎52-4710

◯内　前　田　医　院　☎37-1912
◯外　立花胃腸科外科　☎45-4811
◯小　日　吉　医　院　☎37-0763

◯内　横　山　医　院　☎35-0431
◯外　木村整形外科クリニック　☎32-0600

◯内　◯小　はぁとふる内科
　　　泌尿器科伊豆高原　☎53-5000
◯外　伊豆高原メディカル
　　たかやなぎ整形外科　☎55-3322

◯内　◯小　高 野 医 院　☎38-2111
◯外　月出整形外科医院　☎35-0109

法律相談

年金相談
法律相談
交通事故相談

法律相談 年金相談

税務相談 広報いとう８月号配布予定日

住まいづくり相談
行政手続と表示登記の相談

飼い主のいない犬･ねこの引取り 税務相談

登記の相談
人権相談

行政相談

飼い主のいない犬･ねこの引取り

海の日

七夕
川の日

松川タライ乗り競走

津波対策推進旬間（～10）

男女共同参画の日
伊東温泉夢花火（～31）



人形芝居「ゲゲゲの鬼太郎・
決戦！竜宮島」

市営海浜プール
夏期アルバイト募集

７月は「愛の献血助け合い運動」月間

　無人島・竜宮島を舞台に、鬼太郎とそ

の仲間たちが、世界征服をたくらむ妖怪

たちと戦いを繰り広げます。

日時：９月20日（月・祝)

　　　13時30分開場　14時開演

会場：観光会館ホール

主催：伊東市振興公社、伊東市

入場料：2,000円（全席指定）

入場券発売：

〔先行発売〕７月27日（火）９時～

〔一般発売〕７月28日（水）～

◇先行発売日…振興公社窓口のみで販売。

　お一人様５枚まで。窓口販売優先。

　電話予約受付は13時から

◇予約、購入されたチケットのキャンセ

　ル、変更、再発行等は不可

入場券販売所：振興公社事務室（観光会

　館内）、各コミュニティセンター、生涯

　学習センター荻会館

※駐車スペースに限りがありますので、

　徒歩、タクシー等でお越しください。

　　　　　　　◯問　振興公社　☎37-7135

■市役所　☎0557-36-0111(代表)　FAX0557-36-1104
　Ｅメール seisaku@city.ito.shizuoka.jp　ホームページ http://www.city.ito.shizuoka.jp
■宇佐美出張所　☎48-9004　■川奈出張所　☎45-1075　■富戸出張所　☎51-0010
■対島出張所　☎53-0002　■荻出張所　☎36-5553　■東松原町連絡所　☎38-8433

　皆さまに献血していただいた血液は、

輸血を必要としている方々へ有効に活用

されています。

　献血は、身近にできるボランティアで

す。毎月の献血の日程は、相談案内のペ

ージに載っています。この機会に、皆さ

まのご協力をお願いします。　　　　　

　　　　　　◯問　社会福祉課　☎32-1531

ジュニア・ボウリング教室
受講生募集

　ボウリングに関する基礎的技能、練習

方法、正しいルール等を学びます。

日時：７月24日・30日　８月６日・13日

　20日　11時～13時　

　７月24日（開講式）のみ土曜日、２回

　目以降は各金曜日　計５回

会場：ダンコーエン・ボウル

対象：小学生～高校生

参加費：1,500円（傷害保険料等）

指導員：日本体育協会ボウリング指導員

定員：30人（応募多数時抽選）

申込：往復はがきに、住所、氏名、年齢

（学年）、電話番号、教室名を記入し下記

　へ申し込みを。

宛先：〒414-0024　和田１-16-１　

　伊東市振興公社

締切：７月17日（土）必着

※運動のできる服装でお越しください。

　　　　　　　

　　　　　　　◯問　振興公社　☎37-7135

「第３回静岡県景観賞候補地区」募集

　静岡県では、「第３回静岡県景観賞候

補地区」を募集します。

募集対象：人が守り、育て、創ることに

　よって優れた景観の形成が行われてい

　るもの

応募部門：「ふるさとしずおか部門」「景

　観のいろどり部門」など５部門

申込：都市計画課（高層棟３階）にある

　応募用紙に必要事項を記入し、周辺の

　状況がわかる写真を添えて提出を。

締切：７月15日（木)

　　　　　　◯問　都市計画課　☎32-1782

雇用期間：７月23日（金）～８月23日（月)

※出勤日数等は要相談

勤務時間：８時30分～17時15分

勤務内容：監視、入場券整理、機械操作、

　清掃など

対象：健康で水泳と事務のできる人

募集人数：10人程度

日給：7,000円

申込：７月14日（水）までに、振興公社事

　務室（観光会館２階）に履歴書を提出

　　 　　　　◯問　振興公社　☎37-7135

市営海浜プールの営業について

営業期間：７月24日（土）～８月22日（日)

営業時間：９時～17時

料金：大人150円　小人40円

※８月21日は、県民の日のため無料開放。

※子どものみで、保護者（高校生は不可）

　の同伴がない場合は、16時までのご利

　用となります。

　　 　　　　◯問　振興公社　☎37-7135

景観計画などの策定に対する、意見募集

　伊東市景観形成基本計画及び伊東市景

観計画の策定に向けて、地元説明会を開

催しています。説明会で寄せられたご意

見のほかにも、ＦＡＸやＥメールでご意

見を募集しますので、ご協力をお願いし

ます。

提出方法：都市計画課（高層棟３階）に

　ある用紙に必要事項を記入して８月13

　日（金）までに提出してください。

※用紙は、市ホームページからも取得で

　きます。

　　　　　　◯問　都市計画課　☎32-1782



下水道排水設備
工事責任技術者試験

食中毒防止の４つのポイント

福祉相談会

　水道本管、一般家庭の水道メーターまでの漏水調査と修理手
配を行います。
　なお、個人所有管や宅地内漏水は、有料で修理をお受けしま
す。（夜９時以降は料金が割り増しされます。）
※排水などのトラブルは、水道工事店に直接依頼してください。

● ｢７月の納税｣ 納期限は８月２日㈪●

固定資産税2期・国民健康保険税1期

●市税・国保税の休日・夜間納税相談●

●主要生活物資の物価指数●

●人口と世帯数●　　６月１日現在、(　)内は前月比

人　口　74,086人（＋４)

　男　　34,794人（－12)

　女　　39,292人（＋16)

世帯数　34,690世帯（＋２)

外国人登録人口　497人（＋２)

　男　　158人（－２)

　女　　339人（＋４)

世帯数　208世帯（－２)

赤十字社救護看護婦及び
旧陸海軍従軍看護婦の皆さまへ

　先の大戦において、外地等に派遣され、

戦時衛生勤務に従事された旧日本赤十字

社救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦の

人（慰労給付金受給者を除く）に、その

御労苦に報いるため、内閣総理大臣名の

書状を贈呈しています。詳しくは、お問

い合わせください。

請求期限：平成23年３月31日まで

　　　　◯問　総務大臣官房総務課管理室　

　　　　　　　　　　☎03-5253-5182

　障害がある人の相談会を開催します。

日時：７月８日（木）10時～14時

会場：児童・身体障害者福祉センター　

　「はばたき」３階　視聴覚室

相談内容：障害があり、日常生活でお困

　りになっていること。地域の福祉サー

　ビスの情報提供や利用について。就労、

　趣味や余暇活動、交通や移動手段、家

　族関係、健康、受診、発達、介護のこ

　と。その他、福祉制度の利用について

　など。

相談員：支援センター相談員

相談料：無料

　◯問〔知的〕相談支援センターいぶき

　　　　　　　　　　　　　☎45-6000

　　〔精神〕サポートセンターいとう

　　　　　　　　　　　　　☎32-5680

　　〔身体〕障害者生活支援センター

　　 なかいずリハ　　☎0558-83-2195

　伊東市の５月の主要生活物資の物価指数は107.9で、

昨年の同時期に比べ4.3増加しています。

　　　　　　　　　　　　　◯問　生活防災課　☎32-1361市税の納付は、便利で安心な口座振替をご利用ください。

休日：４日(日)　８時30分～17時

夜間：22日(木)・23日(金)　17時30分～19時30分

会場：収納課（市役所高層棟１階）

　　　　　　　　　　　　　　　　◯問　収納課　☎32-1291

●市水道の平日・夜間・休日の修理●
水道のトラブルは伊東市水道修繕センター

（直通電話）☎３６－２０１０へ

ＣＶＡ２チャンネルとＦＭなぎさステーション76.3MHZで放
送しています。

●市役所からのお知らせ●

航空学生・一般曹候補生
自衛官候補生を募集します

募集コース　

①航空学生

　海上・航空自衛隊の幹部パイロットを

　養成するコースで、約３年後には事業

　用操縦士の国家資格を取得します。

②一般曹候補生・自衛官候補生

　陸上・海上・航空で約71種類の職種・

　仕事があり、それぞれに応じた国家免

　許取得のチャンスがあります。

資格：①は18歳以上20歳までの高校卒業

　または見込みの人

　②は18歳から26歳までの人

※年齢はいずれも平成23年４月１日現在

受付：８月１日(日)～９月10日(金)

試験日：①９月23日（木・祝）　②の男子

　９月18日（㈰）　②の自衛官候補生女子

　９月26日（日）

※詳しくはお問い合わせを。または、イ

　ンターネットで「静岡地本」を検索。

　◯問　自衛隊伊東地域事務所　☎37-9632

試験日：10月20日（水）

会場：沼津卸商社センター

受験資格：20歳以上で学歴に応じた実務

　経験を有する者

申込期間：７月20日（火）～８月２日（月)

受験手数料：4,000円

願書配布：７月１日（木）から下水道課　

　（市役所低層棟２階）で配布

　　　　◯問　日本下水道協会静岡県支部　

　　　　　　　　　　☎054-355-2500

①食品の購入は、鮮度や表示を確認。

②食品の保管は５℃以下で。または表示

　してある保存方法で保存を。

③食品の加熱は中心まで十分に。生で食

　べるものは、食べる直前に素早く調理

　を。調理した料理は、すぐに食べきり

　ましょう！

④調理する前と、食べる前には、必ず手

　洗いを！

　　

　　　◯問　熱海保健所　☎82-9116　

　　　　伊東食品衛生協会　☎36-6611



困ったときは、お気軽に…　◯問　◯会　市民サービスセンター　☎32-1361

※都合により、相談員が変更となる場合があります。

■法律相談　※要電話予約８人　予約開始７月１日(木)　８時30分～

　　12日(月)・27日(火)【鳥井明典弁護士】
　　20日(火)　【菊池信廣弁護士】
■税務相談　※先着６人
　　9日(金)　【鈴木基支税理士】　21日(水)　【竹上一雄税理士】
■登記の相談　※先着６人
　　1日(木)　【山本昌輝司法書士】
■交通事故相談　※要電話予約４人
　　20日(火)　【本多孝士弁護士】
■人権相談
　　1日(木)　【原久米雄人権擁護委員】
■行政相談
　　15日(木)　【土屋貞代行政相談委員】
■行政手続きと表示登記相談（表示登記･土地測量･隣地境界･相続関係）
　　14日(水)　【行政書士･土地家屋調査士】
■消費生活相談
　毎週月曜日　祝日除く【消費生活相談員】
■市民相談
　月～金曜日　祝日除く【市相談担当】

　……………………８時45分～11時30分

　　………………………………８時45分～11時30分

……13時～15時

　　…………………………………………10時～正午

…………………………………………13時～15時

……………………………………13時～15時

……………………………………13時～15時

…………………………………10時～正午

…………………………………13時～15時

…………………8時30分～正午・13時～17時

各種相談

ほけんコーナー　◯問　子育て健康課　☎32-1582～1584

補聴器の相談会　◯問　社会福祉課　☎32-1531

会　場

保健福祉

センター

受　付　日　時

21日(水)　13:00～14:00

22日(木)　　9　:15～10:30

14日(水)　13:00～14:00

対　　象

Ｈ20. 12月生まれ

Ｈ20. 　６　月生まれ

Ｈ19. 　６　月生まれ

１歳６か月児健康診査

２ 歳 児 健 康 教 室

３ 歳 児 健 康 診 査

■健康相談　※要予約　☎32-1583
29日(木)　９時～15時30分　市役所４階　子育て健康課

2日(金)
20日(火)
21日(水)

保健福祉センター
保健福祉センター
八幡野コミュニティセンター

……………13時30分～15時
…………………10時～15時
…………………10時～15時

■教育相談　
　　月～金曜日　祝日除く　９時～16時30分
■家庭児童相談
　　◯問　家庭児童相談室　☎37-9667（10時～16時）・子育て健康課　☎32-1582

　　月～金曜日　祝日除く　10時～16時　＊要予約　◯会　中央児童館「はばたき」2階
■女性相談　＊月水金は、女性相談員が対応
　　月～金曜日　祝日除く　９時～16時　◯会　市役所低層棟１階社会福祉課
■心配ごと相談　
　　毎週水曜日　13時30分～16時
■住まいづくり相談　＊要予約
　　毎月第２水曜日　10時～正午　◯会　市役所高層棟３階会議室
　　※建築紛争等の相談、請負契約をめぐる紛争等については受けられません。
■こころの相談　＊要予約　
　　 2日(金)　13時30分～15時30分　◯会　市役所高層棟５階小会議室
■年金相談

　　20日(火)　10時～14時30分【杉村労務管理事務所】◯会　市役所低層棟２階中会議室
　　28日(水)　10時～14時30分【三島社会保険事務所】◯会　市役所高層棟８階大会議室
　　※その他、厚生年金等の請求やご不明な点は、下記へお問い合わせください。

………………………………◯問　◯会　市役所高層棟５階509号室　☎37-7476

…………◯問　社会福祉課　☎32-1535

………………………………………◯問　社会福祉協議会　☎36-5512

………………………◯問　都市計画課　☎32-1781

………………◯問　熱海健康福祉センター　☎82-9120

＊要予約　受付開始７月１日(木)８時30分～　　　　　　　　　　　　
　　　　…………………◯問　保険年金課　☎32-1625

◯問　ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165

献血にご協力ください !!
※身分証明書をお持ちください。
　◯問　社会福祉課　☎32-1531

飼い主のいない犬･ねこの引取り
　◯問　環境課　☎32-1374

８日(木)･22日(木)　10時30分～50分
場所：市役所駐車場

14日(水)　伊東警察署　10時～正午
　伊東市民病院　13時30分～15時30分

28日(水)　伊東市役所　10時～11時30分
　　　　　　　　　　12時30分～15時30分
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